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日常にワインを。憧れを胸にＵターン

佐藤 直人 さん

（大迫町亀ケ森 59歳）

　
「
農
業
は
全
く
の
初
心
者
で
苦

労
の
連
続
で
す
が
、
楽
し
い
で
す

よ
」
。
そ
う
言
っ
て
笑
う
佐
藤
直

人
さ
ん
は
、
大
迫
で
ブ
ド
ウ
を
栽

培
し
て
３
年
目
の
花
巻
フ
ァ
ー

マ
ー
で
す
。

　
花
巻
市
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
静

岡
県
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
に
転
機

が
訪
れ
た
の
は
ベ
ル
ギ
ー
に
赴
任

し
た
時
の
こ
と
で
す
。「
現
地
で
は

日
常
的
に
ワ
イ
ン
が
楽
し
ま
れ
て

い
て
、
そ
の
文
化
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
赴
任
し
た
米
国
で

は
余
暇
に
ブ
ド
ウ
畑
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
巡
り
、
自
分
の
ワ
イ
ン
を

作
り
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
」。佐
藤
さ
ん
は
帰
国
後
、

仕
事
に
一
区
切
り
つ
い
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
畑
を
探
し
始
め
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
大
迫
を
訪
れ
ま

す
。
大
迫
で
は
貸
し
出
し
て
い
る

ブ
ド
ウ
畑
が
多
く
初
期
投
資
が
安

く
す
む
こ
と
や
、
移
住
へ
の
支
援

が
厚
い
こ
と
な
ど
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

を
決
意
。
平
成
27
年
に
脱
サ
ラ
し

１
年
間
、
大
迫
の
ブ
ド
ウ
農
家
で

農
作
業
を
学
び
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド

ウ
を
主
に
栽
培
。
平
成
30
年
に
は

栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
を
醸
造
委
託

し
、
赤
ワ
イ
ン
と
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
を

発
売
し
ま
し
た
。「
ブ
ド
ウ
を
収
穫

で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
い
ず

れ
自
分
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
開
き
、

ワ
イ
ン
で
評
価
さ
れ
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

■
ど
ん
な
相
談
が
あ
る
の
？

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
70
万
円

ほ
ど
の
高
額
な
請
求
が
あ
っ

た
。
調
べ
て
み
た
ら
中
学
生
の

子
が
使
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ゲ
ー
ム
で
１
０
０
件

以
上
の
決
済
が
行
わ
れ
て
い
た

〇
小
学
生
の
息
子
が
、
ゲ
ー
ム
で

有
料
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入
す
る

た
め
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
無
断
で
使
用
し
て
多
額
の

決
済
を
し
て
い
た
。
息
子
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
親
の
財
布

か
ら
知
ら
な
い
間
に
抜
き
取

り
、
決
済
登
録
し
た
後
に
元
に

戻
し
て
い
た
。
請
求
が
来
る
ま

で
無
断
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
気
が
付
か
な
か
っ
た

■
注
意
す
る
こ
と
は
？

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
小
型

ゲ
ー
ム
機
な
ど
で
利
用
で
き
ま

す
。
一
度
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

情
報
を
決
済
登
録
す
る
と
、
そ

の
カ
ー
ド
の
上
限
額
ま
で
何
度

で
も
支
払
い
が
で
き
る
た
め
、

高
額
な
請
求
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
に
は
カ
ー
ド

情
報
を
登
録
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
安
易
に
預
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
保
管
状

況
に
よ
っ
て
は
規
約
違
反
を
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う

■
困
っ
た
と
き
は
？

〇
新
館
市
民
生
活
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
24-

２
１
１
１
内
線

４
５
９
）へ

　伝統工芸の背景を理解した上で、工芸に

携わる皆さんと商品を開発してみたいです。

例えば、花巻に自生している草花や果物な

どから自然由来の色を抽出し、この地域な

らではのカラーを使うといった、オリジナ

リティあふれる商品にしたいです。

　さらに伝統工芸の勉強会や子どもたちが

伝統工芸に触れられるイベントの開催など、

地元の人の関心を高められる機会をつくり

たいです。

　伝統工芸を通じて職人の皆さんの思いを

伝えられたらいいなと思います。

名前　今野陽介　

前住所　東京都立川市

着任地域　花巻全域

活 動テーマ　花巻の伝統工芸を活用した

シティプロモーション

地域おこし協力隊が着任しました 　10 月１日に地域おこし協力隊とし

て着任した今野隊員を紹介します。

今年販売したワインに
はかわいらしいクマの
ラベルをデザインしま
した

※�佐藤さんのワインは通販サイト「ポ
ケットマルシェ」で販売しています

（在庫限り）
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地
域
に
に
ぎ
や
か
な
集
い
の
場
を
提
供

ＮＰＯ
法人

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
花
巻

［問い合わせ］

ＮＰＯ法人

ライフデザイン花巻

理事長 佐藤 さよ子さん

（☎27-4407）

_「Ji・Baコミュニティカフェ」の皆さん_「木工
教室」の様子_手作り木工の店「木っこでこせる」
と個展・販売会場「ココ・デ・アエール」の皆さん

　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
花
巻
は
「
地

域
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
、
に
ぎ

や
か
な
場
」
の
創
出
を
目
的
に
活

動
す
る
団
体
で
す
。

　木
工
を
は
じ
め
、
料
理
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
、幅
広

い
分
野
の
教
室
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を

運
営
。
利
用
者
が
楽
し
め
る
場
や

く
つ
ろ
げ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　「

利
用
者
は
60
歳
以
上
の
人
が

多
い
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
過
ご
せ
る
よ
う
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
理
事
長
の
佐
藤

さ
よ
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　さ
ら
に
同
団
体
で
は
、
建
築
廃

材
や
着
物
を
利
用
し
た
製
品
の
創

作
、木
工
作
家
の
作
品
展
示
・
販
売

な
ど
、
各
種
事
業
を
展
開
。
地
元
・

花
巻
温
泉
の
商
店
街
を
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
も
図
っ
て
い
ま

す
。







「お酒にまつわるウソ・ホント」

　秋を迎え行楽や年末年始と、お酒を飲む機会が増
えてきますね。本号ではお酒にまつわる「ウソ・ホン
ト」についてお届けします。

●いろいろな種類のお酒を飲む（ちゃんぽんする）と

悪酔いする⇒ホント

　お酒の味に変化があると、長い時間飽きずに楽し
めます。長く飲んでいれば当然お酒の量が増える
ので悪酔い（ひどく酔っ払い、人に迷惑を掛けた
り、具合が悪くなったりすること）しやすくなり
ます。

●迎え酒は二日酔いを軽くする⇒ウソ

　お酒が抜ける時に作られるアセトアルデヒドとい
う物質が、二日酔いを引き起こします。この時に
迎え酒をすると、アルコールの力でつらい症状が
和らいだように錯覚します。しかし、再びお酒が
抜ける時にアセトアルデヒドが作られるので、結
局は二日酔いが先延ばしされただけなのです。

【問い合わせ】 健康づくり課（☎ 23-3121）

番外編「締めの〇〇が食べたくなるのはどうして？」

　飲み会が終わるころにお腹が空くのは肝臓の働きが

影響しています。普段肝臓はエネルギーを蓄え、体中

に届ける仕事をしています。ところがお酒を飲むと肝

臓はアルコールの分解を最優先で行い、本業である栄

養の貯蔵やエネルギーの供給は一時休業します。つま

りその間、体に十分なエネルギーが届けられず、飲み

会が終わる頃にお腹が空いて「締めの〇〇」が欲しくな

るのです。

　理由はともあれ、夜遅くに食べた分は

しっかり脂肪として蓄えられることをお

忘れなく！


